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本日の内容
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 全文検索システム『ひまわり』を使って，既存コーパスの検
索と分析用基礎データの集計する方法を紹介

 『ひまわり』 （ver.1.7.1）

 『国会会議録』パッケージ

 『名大会話コーパス』

 サンプルデータ（青空文庫２作品）

 全体的な流れ
 『ひまわり』の紹介と基本的な使い方

 さまざまな検索と各種機能

 コーパスの構造と検索・集計

 テキストデータのインポート



ツール・資料などの確認
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 ツール・資料のインストール

 『ひまわり』

 『国会会議録』パッケージ

 『名大会話コーパス』パッケージ

 サンプルデータ

 当日配布資料（この資料）

macOSの「プレビュー」では，PDF中のハイパーリンクが機能しない場合があるので，
ChromeやFirefoxに本ファイルをドロップして閲覧してください。



『ひまわり』とは
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 言語研究用の全文検索システム

 指定された文字列を網羅的に検索して，前後文脈付きで結
果を表示します（コンコーダンサ）

 『太陽コーパス』（２０世紀初頭の総合雑誌『太陽』）用の検索
システムとして構築しました

 特徴

 ＸＭＬでタグづけされたコーパスを全文検索できます

 Windows, Mac OS, Linux など，多くのOS上で動作します

 無料です

分析用基礎データの集計機能やコーパス自作支援機能を強化
（例：総文字数，総単語数）
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『ひまわり』の基本的な使い方



『ひまわり』の起動と『ひまわり』フォルダの確認
（Ｗｉｎｄｏｗｓの場合）
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普段使うとき
（Windows 専用， 64ビット版）
himawari.exe

himawari.exeが動かないとき
（Windows 専用， 32ビット版）
himawari32.exe

汎用
（Windows，Mac，Linux など）
himawari.jar

himawari.exe

himawari32.exe

himawari.jar



コーパスの選択
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 ［ファイル］⇒［コーパス選択］

 「外部DB」

 コーパスファイルに直接記
述していない付与データを
格納

 『青空文庫』サンプルの場合
は，形態素解析結果

 従来どおり，設定ファイル
を『ひまわり』にドロップす
る方法でもOK

選択すると，ウィンドウタイトルに名
前が表示される

予算委員会もインストール
しないと使用できない



検索する
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検索文字列

検索結果

検索総数

検索の実行

「検索文字列」欄では
右クリックで履歴表
示

途中経過の表示



ブラウザでの閲覧
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閲覧したい用例をダブルクリッ
ク

◼閲覧用のブラウザの変更

［ツール］⇒［オプション］⇒ [ブラウザ]

検索キーは，
赤い字で表示



検索結果のソート

 昇順
列タイトルをクリック

 降順
シフトキーを押しながら

列タイトルをクリック

列名を左クリック
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 複数列を考慮したい場合
 優先順位の逆順でソートを実行

例：「タイトル」ごとに「後文脈」でソート

→ 「後文脈」「タイトル」の順



検索結果の絞り込み
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 検索時に指定

 検索後に絞り込み 列名を右クリック

絞り込みたい
値を選択
⇒右クリック
⇒フィルタでもＯＫ

「著者」欄が「夏目」
で始まる結果のみに
絞り込まれる



検索結果の頻度集計
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1. 集計したい列を選択

2. 右クリック⇒「統計」

複数の列を
選択することも可

離れた列の選択
• WindowsはCtrlキー
• macOSはcommandキー



形態素解析結果の閲覧
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当該作品の形態素一覧
⇒Shift + ダブルクリック

テキスト
進行方向

この機能は，
外部DB「sd」の資料のみ実行可能
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さまざまな検索と各種機能



前後文脈の制限
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A) 後文脈を
「です」で「始まる」に制限

B) 後文脈の制限を
「です」を「含む」にする
（「正規表現」と同一）

 検索オプション（文脈）

 キー範囲： 一致した前後文
脈をキーに統合

 前後文脈長： 表示用

 検索範囲： 検索用

私

基本的に同じ値にする

国会



国会

文脈情報の集計
（「いただく」に前接する文字列の集計例）
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 方法１：
前後文脈長を調節

 方法２：
前後文脈の検索条件

① 前後文脈長の
オプション指定

② 「全文」で「いただく」
を検索

③ 前文脈で集計

① 前文脈に正規表現
「...」 （任意の３文字）

② 「前文脈を含む」を
チェック
（検索オプション）



本文の正規表現検索
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A) 「言う」で始まり，「。」で終わる
文字列

（「言う。」「言うんです。」など）

B) 雑多な例

 言う.{0,5}。

 言[わいうえおっ]

 ようやく[^。！]*。

 (..)¥1

 検索速度は，通常の全文検索よりも低速

 検索範囲は， 「発話」「短単位」の２種類

（名大会話コーパスの場合）

正規表現 「言う.*。」

. （ピリオド） ... 任意の１文字
[わいうえ] … 「わ」「い」「う」「え」のいずれか
[^！。] … 。！以外の任意の１文字
* … 直前要素の０個以上の繰り返し
+ … 直前要素の１個以上の繰り返し
+? … 直前要素の１個以上の繰り返し（最短）
{0,5} … 直前要素の0～５個の繰り返し
() ... マッチした範囲を記録
¥1 ... １個目の記録した要素

（詳細は本資料末の参考文献参照）

日本語キーボードのmacの場合， 「¥」は optionキー+「¥」を使用
なお，『ひまわり』の画面表示ではWindows, macとも逆スラッシュ「＼」になる

名大



A) 「日」を含む単語

B) 先頭が「日」の単語

C) 末尾が「日」の単語

D) 単語「日」のみ

正規表現の「日$」と同義
（末尾の文字が「日」）

単語（タグ）での検索

18

正規表現の「^日」と同義
（先頭の文字が「日」）

正規表現の「^日$」と
同義

インターフェイスが
変わることに注意

名大



各種応用例
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A) 共起語の集計（「～に行く」）

B) 文字種の指定
（例：カタカナ列の単語）

C) 文字 n-gram

¥p{InHiragana} … ひらがな
¥p{InKatakana} … カタカナ
¥p{InCJKUnifiedIdeographs}

… 漢字

① 語彙素「行く」を検索
② 「語彙素－１」欄を「に」でフィルタ
③ 「語彙素－２」欄に「統計」機能を適用

① 何か検索して，「キー」列のセルを選択
（どこでもよい）

② 検索オプションを設定
( [抽出]・頻度計測のみ・一覧)

③ 正規表現「...」を検索 （3-gramの場合）

日本語キーボードのmacの場合， 「¥」は optionキー+「¥」を使用
なお，『ひまわり』の画面表示ではWindows, macとも逆スラッシュ「＼」になる

名大

結果が出るまで数分かかります！！



20

コーパスの構造とタグの集計



コーパスの構造と検索（名大会話コーパス）
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 会話データ（meidai）

 発話（u）の集まり

 収録日，データ名などの属性

 発話（u）

 単語（s）と注記（n）の集まり

 発話の名前，性別などの属性

 発話末尾には，発話末を表す，長さ０の
ダミー単語が挿入されている

 単語（s）

 短単位で記述

 品詞などの属性

 注記(n)

 ＜笑い＞などの雑多な情報

 本文ではなく，属性として記述

コーパス

会話（meidai）

（data001）

会話（meidai）

（data002）

発話 （u）

単語（s） 注記（n）

発話 （u）

単語（s） 注記（n）

会話（meidai）

（data003）

会話（meidai）

（data004）

：

：



タグの集計

 ［ツール］⇒ ［一覧］⇒ユーザ入力
 タグの階層構造を利用しつつ，

タグの数や属性を集計する

 例１： 発話数

 例２： 単語一覧

 頻度： 指定したタグの頻度

 長さ： マークアップされている文字列の長さ
（空白やXMLタグは除く）

 内容： マークアップされている文字列

 文脈： 後続する同種のタグの属性をn個表示
（単語の場合，n+1 gramになる）

❑ meidaiタグの情報

名大



タグの集計の例１

23

❑ 会話中（meidai）の発話数（u）

❑ 発話者一覧（u）

集計結果をさらに集計することも可能
（例： 男女別の発話数）

名大



タグの集計の例２
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❑ 単語一覧（s）

❑ 単語 n-gram

• 3-gram の場合，「文脈」は2
• 「内容」オプションにより出現形
が計測対象となる

Tips： フィルタ用正規表現
([文字列指定]で使用する)

• 空欄を含む結果の除外 → 「.」
• 「himawri_発話末」の除外

→「^(?!himawari_発話末)」

名大



コーパスの構造と検索（国会会議録）
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 計８個のサブコーパス
 参議院/本会議

 001-048回

 049-096回

 097-144回

 145回-

 衆議院/本会議

 001-048回

 049-096回

 097-144回

 145回-

 サブコーパスにしている理由

 ファイルサイズ・検索速度など
システム上の制約

 テキストの品質
（145回より古い会議は
OCRによるテキスト入力）

corpus

:

会議録

会議録

会議録

corpus

:

会議録

会議録

会議録

corpus

:

会議録

会議録

会議録

corpus

:

会議録

会議録

会議録

Control キー + a 
で全選択

Control キー + 
左クリックで
複数選択



コーパスの構造と検索（国会会議録）
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 会議録全体
衆議院，本会議，９９９回，９９号（minutes）

❑ 議事日程
❑ 会議案件
❑ 式辞など

❑ 終了時間
❑ 出席者
❑ など

最初の発言が始まるま
での内容

最初の発言から最後の発言までの内容

最後の発言以降の内容

討議前部分

討議部分

討議後部分

 通常の全文検索は，討議
部分のみ

 正規表現検索では，部分
ごとの検索が可能

 発言者検索では，結果の
発言全体が「キー」欄に入
る

討議前部分

討議部分



コーパスの構造と検索（国会会議録）

27

 討論部分 赤下線，赤枠部分は，付属要素として，
本文の全文検索から除外

 発言者の「国会太郎」を全文検索して
もマッチしない

 付属要素の認識は機械的に行ってい
るため，間違いも含む

 ブラウザ表示では，付属情報も含め
て表示される

討議部（minutes）

〇議長（国会太郎君）
本件を採決いたします。（「異議なし」と叫ぶ者あり）
本件を委員長報告のとおり承認するに賛成の皆さんの

起立を求めます。

〔賛成者起立〕
― ― ― ―◇ ― ― ― ―

日程第一 平和的目的のための地下の探査

発話（utterance）

〇議長（国会太郎君）
本日は，平和目的のための地下の探査に関する法律案

（内閣提出，衆議院送付）を議題といたします。まず，委員
長の報告を求めます。司法委員長山田三郎君。

発話（utterance）



タグの集計（minutes, utterance）
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❑発言者一覧

❑議事録ごとの発言数

発言者名の正規化例
佐藤榮作 ⇒ 佐藤栄作
（常用漢字の旧字体⇒新字体）

［ツール］⇒ ［一覧］⇒ユーザ入力

国会



応用例：表記の経年変化
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「条件」と「條件」の検索 「条件」と入力して，
「字体変換」ボタン

※常用漢字の旧字体に変換

「キー」「開催日」のセルを選択し，
「統計」

年月日を年に置換

１ ２

３

正規表現 -.*
（「-」以降の文字列を削除）

再集計４

「キー」「開催日」
を選択

現在の頻度欄の
値を考慮

「開催日」列の
セルを右クリック
（どこでもよい）

国会
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テキストファイルのインポート



テキストファイルのインポート
―青空文庫のテキストデータを例に―
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やまなし
宮沢賢治

-------------------------------------------------------

【テキスト中に現れる記号について】

《》：ルビ
（例）幻燈《げんとう》

［＃］：入力者注 主に外字の説明や、傍点の位置の指定
（例）［＃３字下げ］一、五月［＃「一、五月」は中見出し］

｜：ルビの付く文字列の始まりを特定する記号
（例）二｜疋《ひき》の
-------------------------------------------------------

小さな谷川の底を写した二枚の青い幻燈《げんとう》です。

［＃３字下げ］一、五月［＃「一、五月」は中見出し］

二｜疋《ひき》の蟹《かに》の子供らが青じろい水の底で話していました。
『クラムボンはわらったよ。』
『クラムボンはかぷかぷわらったよ。』
『クラムボンは跳《は》ねてわらったよ。』
『クラムボンはかぷかぷわらったよ。』

青空文庫の独自タグ
（３種類）

生テキストをインポートする際，
青空文庫のタグは，『ひまわり』用
のタグに変換される（デフォルト）

sample/miyazawa_kenji/yamanashi.txt



テキストファイルのインポート
―青空文庫のテキストデータを例に―

32

やまなし
宮沢賢治

-------------------------------------------------------

【テキスト中に現れる記号について】

《》：ルビ
（例）幻燈《げんとう》

［＃］：入力者注 主に外字の説明や、傍点の位置の指定
（例）［＃３字下げ］一、五月［＃「一、五月」は中見出し］

｜：ルビの付く文字列の始まりを特定する記号
（例）二｜疋《ひき》の
-------------------------------------------------------

小さな谷川の底を写した二枚の青い幻燈《げんとう》です。

［＃３字下げ］一、五月［＃「一、五月」は中見出し］

二｜疋《ひき》の蟹《かに》の子供らが青じろい水の底で話していました。
『クラムボンはわらったよ。』
『クラムボンはかぷかぷわらったよ。』
『クラムボンは跳《は》ねてわらったよ。』
『クラムボンはかぷかぷわらったよ。』

ルビ，注記は，本文とは区別され，
全文検索の対象外となる

文字列の照合時は，タグは無視
される
（例： 「蟹の子供」にも照合）

sample/miyazawa_kenji/yamanashi.txt



インポートの実行
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 sample_dataフォルダを，起動している『ひまわり』にドラッグ＆ドロップ

 sample_data フォルダ

 akutagawa_ryunosuke

 kumono_ito.txt

 miyazawa_kenji

 yamanashi.txt

 フォルダの情報をインポート時に利用

 フォルダ階層 ⇒ Path 欄

 ファイル名 ⇒ タイトル欄

 ドロップしたフォルダ名がコーパス名になる

 HTML，XMLもインポート可能

 文字コードは自動判別

 詳細オプション（文字列変換，形態素解析など）



検索例
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• ルビ，注記が変換されていることに
注目

• ルビ，注記自体はタグの属性として
記述されているため，「本文」検索
ではマッチしない

• フォルダとファイルの情報が，それ
ぞれ「Path」「タイトル」欄に表示さ
れる

• 「著者」欄は空欄



インポート時の形態素解析
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• 形態素解析システムを事前にインストー
ルする必要があるので，本日は，形態素
解析は実行しない

• 詳細は，ビデオチュートリアルを参照

• 形態素解析システムや辞書は変更可能
（Juman, Juman++／UniDic）

https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%A5%D3%A5%C7%A5%AA%A5%C1%A5%E5%A1%BC%A5%C8%A5%EA%A5%A2%A5%EB


おわりに
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 全文検索システム『ひまわり』を使った，既存コーパス
の検索と分析用基礎データの集計
 『ひまわり』の紹介と基本的な使い方

 さまざまな検索と各種機能

 コーパスの構造とタグの集計

 テキストデータのインポート

 さらに詳しく知るには
 『ひまわり』ホームページ

 『ひまわり』用各種パッケージ
 『名大会話コーパス』パッケージ

 『国会会議録』パッケージ

https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9
https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%A5%C0%A5%A6%A5%F3%A5%ED%A1%BC%A5%C9/%A1%D8%CC%BE%C2%E7%B2%F1%CF%C3%A5%B3%A1%BC%A5%D1%A5%B9%A1%D9%A5%D1%A5%C3%A5%B1%A1%BC%A5%B8
https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%A5%C0%A5%A6%A5%F3%A5%ED%A1%BC%A5%C9/%A1%D8%B9%F1%B2%F1%B2%F1%B5%C4%CF%BF%A1%D9%A5%D1%A5%C3%A5%B1%A1%BC%A5%B8
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 『ひまわり』関連
 利用者マニュアル

 ビデオチュートリアル

 研究発表

 正規表現関連
 Java正規表現の使い方

 Java Pattern クラス

https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9%2F%CD%F8%CD%D1%BC%D4%A5%DE%A5%CB%A5%E5%A5%A2%A5%EB%2F1_7
https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%A5%D3%A5%C7%A5%AA%A5%C1%A5%E5%A1%BC%A5%C8%A5%EA%A5%A2%A5%EB
https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%B8%A6%B5%E6%C8%AF%C9%BD
https://www.javadrive.jp/start/regex/
https://docs.oracle.com/javase/jp/11/docs/api/java.base/java/util/regex/Pattern.html

